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1. はじめに 
現在，在日外国人数は年々増加しており，多言語によるコミ

ュニケーションの機会は増加すると考えられる．コミュニケー

ションを行う際，言語の違いは大きな障壁となる．言語の違い

を克服するためには，機械翻訳のような支援技術が必要になる．

しかし，機械翻訳の翻訳精度には限界があり，高精度の翻訳を

行うことは非常に困難である．低精度な翻訳による不十分な意

思疎通は，重大な問題を引き起こす場合がある．この問題が顕

著であるのが，医療分野である． 

医療は生命や健康に直接関係する業務である．日本語を話す

ことができない外国人が診療を受ける際，病状・薬・保険制度

などについての説明が医師と患者の双方で正しく伝わらなけれ

ば，医療過誤に繋がる[1]．したがって，医療分野では多言語に

よる正確なコミュニケーションが求められる．現在は，外国人

が診療を受ける際，医療通訳者が同行することにより対応して

いる．しかし，医療通訳者による対応にも限界があり[2]，多言

語間における正確なコミュニケーションを支援する必要がある． 

我々はこれまでに，多言語コミュニケーションのための用例

対訳を用いたコミュニケーションツール[3]の開発を行ってきた．

このツールでは，正確なコミュニケーションを実現するために

用例対訳を利用し，対面状況での対話を支援する．ツールの評

価実験により，多数の用例対訳の中から目的の用例対訳を探し

出すためには時間と労力を要することがわかった． 

そこで，言語バリア解消を目指した音声認識医療受付対話支

援システムを開発した．本システムでは，用例対訳の検索を円

滑化するために，音声認識を利用する．また，対面対話におけ

るシステムの利用環境を考慮し，利用するディスプレイ数の変

更に対応した対話を実現する．本稿では，開発したシステムお

よび今後の課題について述べる． 
 

2. 関連研究 
 用例対訳は，予め正確に翻訳された多言語の対訳である．用

例翻訳は，翻訳の効率や精度向上のための機械翻訳技術として

用いられている．用例を用いた対面コミュニケーションの関連

研究には，音声翻訳を利用した旅行対話支援システム[4]，相手

の回答を誘導する異言語間会話支援ツール[5]などがある．これ

らの研究は，旅行対話などにおいて，音声翻訳システムを利用

して入力を行い，用例対訳を検索するものであるが，利用可能

な用例対訳には限界があると考えられる．本システムでは，用

例対訳を共有できる仕組みを利用し，ネットワークにより用例

対訳を取得する．また，音声認識を用いて単語の入力を行い，

入力単語によって用例対訳の検索，絞り込みを行う． 

 

3. 医療受付対話支援システム 
本システムの構成を図 1 に示す．本システムは，病院職員と

患者による多言語の受付対話を支援する．本システムはネット

ワークを利用して，用例対訳データを取得，共有する． 

3.1設計方針 
本システムの設計方針を以下に示す． 

(1)ユーザに合わせたインタフェース 

 本システムは医療受付における対話支援を想定しており，ユ

ーザは病院職員および外国人患者となる．本システムでは病院

職員が主導権を持った対話を想定している．システムの利用頻

度を考えると，使用頻度が多くなる病院職員と比較して，外国

人患者がシステムを利用する機会は少なく，1 度だけ使用する

患者もいると考えられる．そこで，ユーザ（病院職員・患者）

に合わせたインタフェースをそれぞれ作成し，病院に来て初め

てシステムを利用する患者が容易に回答できるようにする．ま

た，操作を容易にするため，本システムではタッチパネルを用

いる． 

(2)設置環境に応じた対話画面数の切り替え 

規模の大きい病院では，2 つのディスプレイを対面式で配置

する形式が望まれるが，小規模の病院であればディスプレイの

設置スペースの少なくするため１つのディスプレイによる利用

が望まれる．そこで，本システムでは画面数の選択を可能にし

た．図 2 にシステムの利用イメージを示す．1 画面の場合は，

１つのディスプレイ上で病院用画面と患者用画面を交互に表示

し，対話を行う．2画面の場合は，2つのディスプレイ上に病院

用画面，患者用画面をそれぞれ表示する．  

(3)音声認識の利用 

 対話を行う際，利用する用例対訳を検索し，選択する必要が

ある．しかし，対話を実現するためには多くの用例対訳が必要

になるため，ユーザは多量の用例対訳の中から利用したいもの
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を見つけ出さなければならない．単語による用例対訳の検索や

絞り込みを行うことにより，円滑な用例対訳の選択が可能にな

ると考えられるが，本システムではタッチパネルを利用するた

め，キーボード操作による単語入力を想定していない． 

 そこで，一般ユーザでも操作が容易な音声入力を用いる．本

システムでは，フリーの音声認識ソフトウェア「Julius」[6]を

使用する．本システムで利用可能な用例対訳に含まれる日本語

単語を抽出し，抽出した単語のみを記述した単語辞書を作成し

た．この単語辞書を利用することにより，本システムで必要な

単語のみを認識する．  

(4)ネットワークを利用した用例対訳の共有 

本システムでは，情報通信研究機構（NICT）の言語グリッド

[7]で動いている用例対訳 Web サービスから対話で用いる用例を

取得する．また，用例対訳 Web サービスに新しい用例対訳が登

録されると，本システムでも新たに登録された用例を使うこと

ができるようになる．  
 

3.2プロトタイプシステム 
(1)病院側システム 

図 3 に病院用画面を示す．本システムでは，病院職員が主導

権を持った，一問一答形式によって対話を行う．病院職員は，

カテゴリ検索およびキーワード検索により用例対訳を検索する．

本システムで用いる用例対訳は，医療受付業務における各場面

（案内，保険証の確認など）に分類されている．カテゴリ検索

では選択した場面の用例対訳リストが取得でき，単語による絞

り込みが可能である．キーワード検索では，全ての用例対訳の

中から，検索語句を含むものを取得する．どちらの検索方法で

も，音声入力により，簡単に検索語句の入力を行うことができ

る．検索により取得した用例は，質問用例リストに表示される． 

病院職員が質問用例リストから用例を選択すると，患者用画

面へ切り替わる．患者用画面では，患者の使用言語に翻訳され

た質問用例および質問用例に対する回答候補が表示される． 
(2)患者側システム 

図 4 に患者用画面を示す．病院用画面で選択された用例は，

「現在の質問」に患者の使用言語で表示される．また，その質

問に対する回答候補が回答候補リストに表示される．患者がリ

ストから回答を選択すると，病院用画面へ切り替わり，日本語

に翻訳された回答が「患者の回答」（図3）に表示される． 
 

4. おわりに 
本稿では，言語バリア解消を目指した音声認識医療受付対話

支援システムを開発した． 

今後は，病院への導入実験を行い，システムの評価を行う．

また，システムの導入により，対面状況での多言語対話支援に

ついて検討を行う． 
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図 2 システム利用イメージ 
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図 3 病院用画面 
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